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◆ 基本編



活動体制の確立
[bookmark: _Hlk154396827]風水害による被害が予想される場合に、気象情報を見極めつつ、次の基準で活動を行う。
1） 活動開始基準
[bookmark: _Hlk156412350][bookmark: _Hlk154144616]次の①②のいずれかにより、今後品川区で天候の悪化が見込まれる場合は、2)の警戒対応メンバー（※）は、 　　　　　　       　　　  に集まり、対応会議を開催する。
　　①　台風の進路が品川区に接近する予想となっている場合や警報級の大雨が予想される場合
[bookmark: _Hlk154402742][bookmark: _Hlk162884609]　　②　管理組合の理事長もしくは防災委員会が必要と認めた場合
※風水害発生のおそれがある場合、主として対応にあたる、あらかじめ定められたメンバー。
管理組合の理事、防災委員会の委員等。

2） 警戒対応メンバー
	管理組合の役職
	氏名
	連絡先

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



3） 活動体制
	状況
	活動する単位
	活動内容

	被害発生前
	
	協議の結果、予防対策を実施する場合は、警戒対応メンバーが
中心となり、他の居住者の協力を得ながら活動を始める。




※空欄に自身の管理組合で決めた内容を記入して、マニュアルを完成させてください。
※急激に天候が悪化することもあるため、常に気象情報や避難情報を確認しながら活動し、危険が迫る状況の時には避難を優先する。



◆ 風水害時　活動の流れ

· 基本編
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■ 必ずしもこの順番で発表・発令されるものではないことに注意する

■ 避難情報等が複数ある場合は、いずれかが発表した場合に活動する



早期注意情報（警報級の可能性）

対応方法の確認

資器材の確認

※1

予防対策

の実施

居住者への注意喚起

浸水する可能性のある階（土砂災害警戒区域等はすべて）の居

住者に避難のタイミングと避難先を確認するよう呼びかける

浸水対策

の準備



氾濫注意情報



大雨注意報



洪水注意報



高潮注意報 ※1

浸水対策

の実施

居住者への注意喚起

浸水する可能性のある階（土砂災害警戒区域等はすべて）の

高齢者等の避難行動に時間を要する方に対し、

「高齢者等避難」が発令されたら速やかに避難できるよう準備を呼びかける



氾濫警戒情報



洪水警報



大雨警報



洪水警報



高潮注意報 ※2

高齢者等避難

（区が発令）

避難行動の支援

避難行動の呼びかけ

浸水する可能性のある階（土砂災害警戒区域等はすべて）の

高齢者等の避難行動に時間を要する方に対し、

避難行動を開始するタイミングであることを伝える



氾濫危険情報



土砂災害警戒情報



高潮特別警報



高潮警報

居住者への注意喚起

浸水する可能性のある階（土砂災害警戒区域等はすべて）の居住者に対し、

「避難指示」が発令されたら、速やかに避難できるよう準備を呼びかける

避難指示

（区が発令）

避難行動の呼びかけ

浸水する可能性のある階（土砂災害警戒区域等はすべて）の居住者に対し、

全員が避難行動を開始するタイミングであることを伝える

災害発生後は、震災時活動マニュアルを参考に対応



警戒レベル４までに、危険な場所から全員必ず避難



「高齢者等避難」「避難指示」が区から発令されていない場合で

も、気象庁のキキクル（危険度分布）等の情報を参考に早めの避

難行動を心がける

※2

警報に切り替える可能性に言及さ

れていない高潮注意報

警報に切り替える可能性が高い旨

に言及されている高潮注意報


